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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置が、
　異なる種類の複数の生態系サービスのリストであって、生態系サービス毎に当該生態系
サービスに対して選択された経済価値の評価方法で用いられる１またはそれ以上のパラメ
ータを示す情報を含む評価リストを出力し、
　前記評価リストに記載された前記複数の生態系サービスのうち２以上の生態系サービス
について、前記評価リストに基づいて入力された前記１またはそれ以上のパラメータの値
、および前記２以上の生態系サービスを提供する第１の地域を含む土地の地名を受け付け
、
　前記２以上の生態系サービスの経済価値の評価方法に用いられるパラメータのうち、値
が入力されていないパラメータがある場合、生態系サービスの経済価値の評価方法に用い
られるパラメータそれぞれの、複数の第２の地域それぞれにおける標準値、および前記複
数の第２の地域それぞれの地名を記憶する記憶部から、前記第１の地域を含む土地と同じ
地名の第２の地域における、該値が入力されていないパラメータの標準値を取得し、
　前記２以上の生態系サービスの経済価値を、生態系サービス毎の前記評価方法および入
力された前記１またはそれ以上のパラメータの値と、該値が入力されていないパラメータ
について前記記憶部から取得した標準値とに基づいて算出する、
　評価支援方法。
【請求項２】



(2) JP 6131541 B2 2017.5.24

10

20

30

40

50

　前記評価リストには、前記１またはそれ以上のパラメータの値を入力する入力域が設け
られており、
　前記１またはそれ以上のパラメータの値の受け付けでは、前記評価リストの入力域に入
力された値を受け付ける、
　ことを特徴とする請求項１記載の評価支援方法。
【請求項３】
　経済価値の算出では、前記２以上の生態系サービスの経済価値の合計を算出することを
特徴とする請求項１または２に記載の評価支援方法。
【請求項４】
　情報処理装置に、
　異なる種類の複数の生態系サービスのリストであって、生態系サービス毎に当該生態系
サービスに対して選択された経済価値の評価方法で用いられる１またはそれ以上のパラメ
ータを示す情報を含む評価リストを出力し、
　前記評価リストに記載された前記複数の生態系サービスのうち２以上の生態系サービス
について、前記評価リストに基づいて入力された前記１またはそれ以上のパラメータの値
、および前記２以上の生態系サービスを提供する第１の地域を含む土地の地名を受け付け
、
　前記２以上の生態系サービスの経済価値の評価方法に用いられるパラメータのうち、値
が入力されていないパラメータがある場合、生態系サービスの経済価値の評価方法に用い
られるパラメータそれぞれの、複数の第２の地域それぞれにおける標準値、および前記複
数の第２の地域それぞれの地名を記憶する記憶部から、前記第１の地域を含む土地と同じ
地名の第２の地域における、該値が入力されていないパラメータの標準値を取得し、
　前記２以上の生態系サービスの経済価値を、生態系サービス毎の前記評価方法および入
力された前記１またはそれ以上のパラメータの値と、該値が入力されていないパラメータ
について前記記憶部から取得した標準値とに基づいて算出する、
　処理を実行させるプログラム。
【請求項５】
　異なる種類の複数の生態系サービスのリストであって、生態系サービス毎に当該生態系
サービスに対して選択された経済価値の評価方法で用いられる１またはそれ以上のパラメ
ータを示す情報を含む評価リストを記憶する記憶部と、
　前記評価リストを出力し、前記評価リストに記載された前記複数の生態系サービスのう
ち２以上の生態系サービスについて、前記評価リストに基づいて入力された前記１または
それ以上のパラメータの値、および前記２以上の生態系サービスを提供する第１の地域を
含む土地の地名を受け付け、前記２以上の生態系サービスの経済価値の評価方法に用いら
れるパラメータのうち、値が入力されていないパラメータがある場合、生態系サービスの
経済価値の評価方法に用いられるパラメータそれぞれの、複数の第２の地域それぞれにお
ける標準値、および前記複数の第２の地域それぞれの地名を記憶する記憶部から、前記第
１の地域を含む土地と同じ地名の第２の地域における、該値が入力されていないパラメー
タの標準値を取得し、前記２以上の生態系サービスの経済価値を、生態系サービス毎の前
記評価方法および入力された前記１またはそれ以上のパラメータの値と、該値が入力され
ていないパラメータについて前記記憶部から取得した標準値とに基づいて算出する演算部
と、
　を有する情報処理装置。
                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、評価支援方法、プログラム、および情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　地球規模の大きな問題として、生物多様性の低下や、自然環境による気候調整機能の低
下がある。そこで、現在、生態系の保全に向けた様々な活動がある。生態系の保全に向け
た活動のうち、生態系を経済価値で評価する活動が注目されている。
【０００３】
　生態系は、その生態系が有する生態系サービスの経済価値で評価することができる。生
態系サービスとは、生態系によって提供される、人類にとっての恵みである。生態系サー
ビスには、生態系内の動植物による食糧の供給サービスや、森林の木々が光合成を行い二
酸化炭素を吸収することによる気候調整サービスなど、多種多様なサービスがある。生態
系が有する生態系サービスそれぞれの経済的価値を合算すれば、生態系全体の経済価値と
なる。生態系の経済価値を評価することで、生態系の保全が経済的な側面からも有益であ
ることが、分かりやすくなる。
【０００４】
　生態系の経済価値を計算するには、まず、生態系の現状把握が行われる。生態系の現状
把握する手段として、例えば、航空機や衛星などを利用したリモートセンシングと樹木形
態パラメータの実測値を組み合わせた樹木生成量の評価方法が考えられている。また、森
林の樹種を適切に判別して森林現況情報を作成する技術もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－７９５４９号公報
【特許文献２】特開２０１０－８６２７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、生態系の現状把握ができたとしても、専門知識の乏しい者が、生態系の経済価
値を評価するのは容易でない。すなわち、生態系の経済価値を評価するには、その生態系
によって提供される複数の生態系サービスの経済価値を網羅的に計算することとなる。生
態系サービスには多種多様なものがあり、生態系サービス毎に、経済価値の計算に用いる
データや、計算方法が異なる。また、生態系サービスによっては、広く認知された一般的
な計算方法が確立されているとも限らない。しかも、生態系サービスの経済価値の計算に
用いるデータや計算方法を正しく把握するには、専門的な知識が要求される。そのため、
専門知識の乏しい者が、生態系の経済価値の計算を試みても、計算に膨大な時間とコスト
がかかり、計算結果も正確性に欠けたものになるおそれがある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一側面では、評価支援方法が提供される。この評価支援方法では、情報処理装置が、異
なる種類の複数の生態系サービスのリストであって、生態系サービス毎に当該生態系サー
ビスに対して選択された経済価値の評価方法で用いられる１またはそれ以上のパラメータ
を示す情報を含む評価リストを出力する。次に情報処理装置が、評価リストに記載された
複数の生態系サービスのうち２以上の生態系サービスについて、評価リストに基づいて入
力された１またはそれ以上のパラメータの値を受け付ける。そして情報処理装置が、２以
上の生態系サービスの経済値価を、生態系サービス毎の評価方法および入力された１また
はそれ以上のパラメータの値に基づいて算出する。
【０００８】
　別の一側面では、情報処理装置に処理を実行させるプログラムが提供される。このプロ
グラムを実行する情報処理装置は、異なる種類の複数の生態系サービスのリストであって
、生態系サービス毎に当該生態系サービスに対して選択された経済価値の評価方法で用い
られる１またはそれ以上のパラメータを示す情報を含む評価リストを出力する。次に情報
処理装置は、評価リストに記載された複数の生態系サービスのうち２以上の生態系サービ
スについて、評価リストに基づいて入力された１またはそれ以上のパラメータの値を受け



(4) JP 6131541 B2 2017.5.24

10

20

30

40

50

付ける。そして情報処理装置は、２以上の生態系サービスの経済値価を、生態系サービス
毎の評価方法および入力された１またはそれ以上のパラメータの値に基づいて算出する。
【０００９】
　さらに別の一側面では、情報処理装置が提供される。この情報処理装置は、異なる種類
の複数の生態系サービスのリストであって、生態系サービス毎に当該生態系サービスに対
して選択された経済価値の評価方法で用いられる１またはそれ以上のパラメータを示す情
報を含む評価リストを記憶する記憶部と、評価リストに記載された複数の生態系サービス
のうち２以上の生態系サービスについて、評価リストに基づいて入力された１またはそれ
以上のパラメータの値を受け付ける、２以上の生態系サービスの経済値価を、生態系サー
ビス毎の評価方法および入力された１またはそれ以上のパラメータの値に基づいて算出す
る演算部とを有する。
【発明の効果】
【００１０】
　一側面によれば、生態系の経済価値を容易に評価できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１の実施の形態の情報処理装置を示す図である。
【図２】第２の実施の形態の情報処理システムを示す図である。
【図３】サーバ装置のハードウェア例を示すブロック図である。
【図４】サーバ装置とクライアント装置との機能を示すブロック図である。
【図５】評価シートの一例を示す第１の図である。
【図６】評価シートの一例を示す第２の図である。
【図７】標準値テーブルの一例を示す図である。
【図８】計算情報テーブルの一例を示す図である。
【図９】クライアント装置とサーバ装置の通信例を示すシーケンス図である。
【図１０】評価シート表示ウィンドウの一例を示す第１の図である。
【図１１】評価シート表示ウィンドウの一例を示す第２の図である。
【図１２】評価額計算処理の手順の一例を示すフローチャートである。
【図１３】評価額の計算例を示す図である。
【図１４】評価結果表示ウィンドウの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本実施の形態について図面を参照して説明する。なお各実施の形態は、矛盾のな
い範囲で複数の実施の形態を組み合わせて実施することができる。
　〔第１の実施の形態〕
　図１は、第１の実施の形態の情報処理装置を示す図である。第１の実施の形態は、生態
系サービスのリストにサービス毎に採用した評価方法に応じたパラメータの情報を含めて
提示し、そのパラメータの値を入力させることで、ある生態系の経済価値を複数のサービ
スの観点から総合的に評価することを容易にするものである。
【００１３】
　情報処理装置１０は、評価地域１の生態系の経済価値を評価し、評価結果２を表示する
。評価地域１の生態系の経済価値は、その評価地域１の生態系が提供する生態系サービス
の経済価値の合計である。情報処理装置１０は、携帯電話機などの情報端末装置であって
もよいし、デスクトップコンピュータやサーバコンピュータなどの据え置き型装置であっ
てもよい。
【００１４】
　情報処理装置１０は、記憶部１１と演算部１２とを有する。記憶部１１は、評価リスト
１１ａと標準値リスト１１ｂとを記憶する。記憶部１１は、ＲＡＭ（Random Access Memo
ry）などの揮発性記憶装置でもよいし、フラッシュメモリやＨＤＤ（Hard Disk Drive）
などの不揮発性記憶装置でもよい。演算部１２は、記憶部１１に格納された情報と、ユー
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ザからの入力情報に基づいて、生態系サービスの経済価値を計算する。演算部１２は、Ｃ
ＰＵ（Central Processing Unit）やＤＳＰ（Digital Signal Processor）などのプロセ
ッサを含んでもよく、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）やＦＰＧ
Ａ（Field-Programmable Gate Array）などの電子回路を含んでもよい。メモリに格納し
たプログラムをプロセッサが実行することで以下の処理が実現されるとき、情報処理装置
１０はコンピュータと言うことができる。
【００１５】
　評価リスト１１ａは、異なる種類の複数の生態系サービスのリストである。また評価リ
スト１１ａは、生態系サービス毎に当該生態系サービスに対して選択された経済価値の評
価方法で用いられる１またはそれ以上のパラメータを示す情報を含む。評価リスト１１ａ
は、例えば生態系サービスの評価方法で用いられるパラメータの説明と、そのパラメータ
の値を入力するための入力フィールドを有する。
【００１６】
　標準値リスト１１ｂは、生態系サービスの評価方法で用いられるパラメータの標準値の
リストである。パラメータの標準値は、例えばそのパラメータの所定の地域での平均値で
ある。
【００１７】
　演算部１２は、評価リスト１１ａを出力する。例えば演算部１２は、評価リスト１１ａ
を、情報処理装置１０に接続された表示装置に出力する。これにより評価リスト１１ａが
表示装置で表示される。次に演算部１２は、評価リスト１１ａに記載された複数の生態系
サービスのうち２以上の生態系サービスについて、評価リスト１１ａに基づいて入力され
た１またはそれ以上のパラメータの値を受け付ける。例えば演算部１２は、情報処理装置
１０に接続された入力装置によって、評価リスト１１ａのパラメータの値の入力フィール
ドに入力された値を、受け付ける。さらに演算部１２は、２以上の生態系サービスの経済
値価を、生態系サービス毎の評価方法および入力された１またはそれ以上のパラメータの
値に基づいて算出する。例えば演算部１２は、生態系サービスの経済価値の評価方法に用
いるすべてのパラメータの値が入力された場合、入力された値を用いて生態系サービスの
経済価値を算出する。演算部１２は、例えば算出された経済価値を、評価結果２として表
示装置に出力する。すると評価結果２が表示装置に表示される。評価結果２には、例えば
、生態系サービスのカテゴリ毎の経済価値の評価額と、生態系全体での評価額とが含まれ
る。
【００１８】
　なお、演算部１２は、生態系サービスの経済価値の評価方法に用いるパラメータの一部
について、値が入力されていない場合でも、生態系サービスの経済価値を算出できる。生
態系サービスの経済価値の評価方法に用いられるパラメータのうち、値が入力されていな
いパラメータがある場合、演算部１２は、記憶部１１内の標準値リスト１１ｂから、値が
入力されていないパラメータの標準値を取得する。そして演算部１２は、生態系サービス
の経済値価を、生態系サービスの評価方法、入力されたパラメータの値、および記憶部１
１から取得した標準値に基づいて算出する。
【００１９】
　第１の実施の形態の情報処理装置１０によれば、演算部１２により、評価リスト１１ａ
が出力される。ユーザは、出力された評価リスト１１ａに示されたパラメータの情報によ
り、生態系サービスの経済価値の選択された評価方法で用いられるパラメータを認識でき
る。そしてユーザが情報処理装置１０に、評価地域１の生態系に関するパラメータの値を
入力する。すると、情報処理装置１０の演算部１２により、入力されたパラメータの値に
基づいて、評価地域１の生態系によって提供される生態系サービスの経済価値が算出され
る。
【００２０】
　このようにして、第１の実施の形態では、環境経済学や森林生態学などの専門知識を有
していないユーザであっても、容易に生態系の経済価値を評価することが可能となる。す
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なわち、評価リスト１１ａには、生態系サービスのリストが含まれており、ユーザは、評
価リスト１１ａを参照すれば、生態系サービスにどのようなものがあるかを、容易に把握
できる。また評価リスト１１ａには、生態系サービスの経済価値のさまざまな評価方法の
中から、選択された評価方法で用いられるパラメータの情報が含まれている。そのため、
ユーザは、生態系サービスの経済価値の評価方法として、どのような評価方法が適切なの
かや、適用する評価方法にどのようなパラメータを用いるのかについて、調査せずにすむ
。そしてユーザは、評価地域１に関する、評価リスト１１ａに示されているパラメータの
値を、情報処理装置１０に入力すれば、評価地域１の生態系の経済価値の正確な評価結果
２を得ることができる。このように、第１の実施の形態では、ユーザは、生態系の経済価
値の評価の際に、専門知識に基づく判断をせずにすむ。その結果、例えば、森林を実際に
持っている地主、自治体、企業などの、環境経済学や森林生態学の専門知識を有していな
い者であっても、生態系の経済価値を容易に評価することが可能となる。
【００２１】
　しかも、経済価値の評価方法で用いられるパラメータのうち、評価地域１に関する該当
パラメータの値が不明な場合、情報処理装置１０は、そのパラメータの値として標準値を
用いて経済価値を算出できる。その結果、ユーザは、評価地域１に関するパラメータの値
に関する情報収集負担が軽減される。なお、生態系サービスの経済価値の算出の際に、パ
ラメータの値として標準値を用いると、算出の結果として得られる評価額は、概算値とな
る。生態系全体の経済価値を評価したとき、一部の生態系サービスの経済価値が概算値で
あったとしても、その生態系サービスの経済価値を含まずに生態系全体の経済価値を算出
する場合に比べれば、正確な評価結果となる。すなわち、値が不明なパラメータについて
標準値を適用して経済価値を評価することで、生態系サービスの経済価値の評価漏れを抑
止でき、生態系全体の経済価値の評価結果の正確性が向上する。
【００２２】
　〔第２の実施の形態〕
　次に第２の実施の形態について説明する。第２の実施の形態では、中山間地域の生態系
の経済価値を評価する場合を例にとり、具体的な評価方法を説明する。中山間地域とは、
都市や平地以外の、中間農業地域と山間農業地域の総称である。
【００２３】
　第２の実施の形態では、中山間地域における生態系サービスの経済価値を評価するに当
たり、生態系サービスを、機能によって複数のカテゴリに分類する。例えば、生態系サー
ビスは、供給サービス、調整サービス、文化的サービスなどに分類できる。供給サービス
は、食料、燃料、木材など、人間の生活に利用できる資源を供給するサービスである。調
整サービスは、森林による気候の緩和、洪水の抑制、水の浄化のような、生態系のプロセ
スを制御するサービスである。文化的サービスは、人間の精神的充足、美的な楽しみ、レ
クリエーションの機会など、非物質的利益を提供するサービスである。さらに各カテゴリ
に属する生態系サービスは、大分類および小分類に分類される。
【００２４】
　また第２の実施の形態では、カテゴリおよびカテゴリ内の分類によって整理した生態系
サービスを、評価シートに列挙する。評価シートには、生態系サービス毎に、その生態系
サービスの経済価値の評価方法や、その評価方法に従った評価額の計算に使用するデータ
項目の説明が記載される。ユーザに対し、評価シートに経済価値の計算に使用するデータ
項目の値を入力させることで、生態系サービスの評価額が計算できる。このように、評価
シートを活用することによって、評価額を算出するための算出方法を事前に検討する工数
を大幅に削減でき、情報収集にかける時間を節約し、簡潔に経済価値を試算することが可
能となる。
【００２５】
　なお、評価シートは、第１の実施の形態における評価リスト１１ａの一例である。また
データ項目は、第１の実施の形態におけるパラメータの一例である。
　以下、第２の実施の形態について詳細に説明する。
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【００２６】
　図２は、第２の実施の形態の情報処理システムを示す図である。第２の実施の形態の情
報処理システムは、ネットワーク３１、サーバ装置１００、およびクライアント装置２０
０，２００ａを含む。ネットワーク３１に、サーバ装置１００、およびクライアント装置
２００，２００ａが接続されている。
【００２７】
　サーバ装置１００は、生態系サービスの経済価値を計算するコンピュータである。生態
系サービスの経済価値は、金額（評価額）で表される。生態系によって提供される生態系
サービスそれぞれの評価額の合計が、その生態系全体の経済価値となる。サーバ装置１０
０には、生態系サービス毎に、生態系サービスの経済的な評価額の計算式が定義されてい
る。またサーバ装置１００は、生態系サービス毎に、生態系サービスの評価額の計算に使
用するデータ項目の説明と、そのデータ項目の値の入力域（入力フィールド）とを有する
評価シートを有している。サーバ装置１００は、評価シートを利用して、生態系サービス
の評価額の計算に用いるデータ項目の値を取得する。評価シートは、例えば入力フィール
ドを定義した１つの文書ファイルであってもよい。また評価シートは、入力フィールドを
含む入力画面を定義したＨＴＭＬ（HyperText Markup Language）文書であってもよい。
【００２８】
　例えばサーバ装置１００は、評価シートをクライアント装置２００，２００ａ，・・・
に送信する。その後、サーバ装置１００は、クライアント装置２００，２００ａ，・・・
から、評価シートの入力フィールドに入力された値を受信する。サーバ装置１００は、受
信した値を用いて、生態系サービスの評価額を計算する。
【００２９】
　クライアント装置２００，２００ａ，・・・は、ユーザが操作する端末装置としてのク
ライアントコンピュータである。クライアント装置２００，２００ａ，・・・は、入力フ
ィールドを含む評価シートを表示する。クライアント装置２００，２００ａ，・・・は、
入力フィールドに対するユーザの文字入力を受け付け、サーバ装置１００に送信するデー
タ項目の値をサーバ装置１００に送信する。
【００３０】
　図３は、サーバ装置のハードウェア例を示すブロック図である。サーバ装置１００は、
ＣＰＵ１０１、ＲＡＭ１０２、ＨＤＤ１０３、画像信号処理部１０４、入力信号処理部１
０５、ディスクドライブ１０６および通信インタフェース１０７を有する。サーバ装置１
００の上記の各ユニットは、バス１０８に接続されている。
【００３１】
　ＣＰＵ１０１は、プログラムの命令を実行する演算器を含むプロセッサである。ＣＰＵ
１０１は、ＨＤＤ１０３に記憶されているプログラムやデータの少なくとも一部をＲＡＭ
１０２にロードしてプログラムを実行する。なお、ＣＰＵ１０１は複数のプロセッサコア
を備えてもよく、サーバ装置１００は複数のプロセッサを備えてもよく、以下で説明する
処理を複数のプロセッサまたはプロセッサコアを用いて並列に実行してもよい。また、２
以上のプロセッサの集合、ＦＰＧＡやＡＳＩＣなどの専用回路、２以上の専用回路の集合
、プロセッサと専用回路の組み合わせを「プロセッサ」と呼んでもよい。
【００３２】
　ＲＡＭ１０２は、ＣＰＵ１０１が実行するプログラムやプログラムから参照されるデー
タを一時的に記憶する揮発性メモリである。なお、サーバ装置１００は、ＲＡＭ以外の種
類のメモリを備えてもよく、複数個の揮発性メモリを備えてもよい。
【００３３】
　ＨＤＤ１０３は、ＯＳ（Operating System）やファームウェアやアプリケーションソフ
トウェアなどのソフトウェアのプログラム、および、データを記憶する不揮発性記憶装置
である。なお、サーバ装置１００は、フラッシュメモリやＳＳＤ（Solid State Drive）
などの他の記憶装置を備えてもよく、複数の不揮発性記憶装置を備えてもよい。
【００３４】
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　画像信号処理部１０４は、ＣＰＵ１０１からの命令に従って、サーバ装置１００に接続
されたディスプレイ４１に画像を出力する。ディスプレイ４１としては、ＣＲＴ（Cathod
e Ray Tube）ディスプレイや液晶ディスプレイなどを用いることができる。なお、サーバ
装置１００に接続されたディスプレイ４１は、サーバ装置１００が備えている（サーバ装
置１００の一部である）と言うこともできる。また、ディスプレイ４１は、サーバ装置１
００の筐体と一体に形成されていてもよい。
【００３５】
　入力信号処理部１０５は、サーバ装置１００に接続された入力デバイス４２から入力信
号を取得し、ＣＰＵ１０１に通知する。入力デバイス４２としては、マウスやタッチパネ
ルなどのポインティングデバイス、キーボードなどを用いることができる。なお、サーバ
装置１００に接続された入力デバイス４２は、サーバ装置１００が備えている（サーバ装
置１００の一部である）と言うこともできる。また、入力デバイス４２は、サーバ装置１
００の筐体と一体に形成されていてもよい。
【００３６】
　ディスクドライブ１０６は、記録媒体４３に記録されたプログラムやデータを読み取る
駆動装置である。記録媒体４３として、例えば、フレキシブルディスク（ＦＤ：Flexible
 Disk）やＨＤＤなどの磁気ディスク、ＣＤ（Compact Disc）やＤＶＤ（Digital Versati
le Disc）などの光ディスク、光磁気ディスク（ＭＯ：Magneto-Optical disk）を使用で
きる。ディスクドライブ１０６は、ＣＰＵ１０１からの命令に従って、記録媒体４３から
読み取ったプログラムやデータをＲＡＭ１０２またはＨＤＤ１０３に格納する。
【００３７】
　通信インタフェース１０７は、ネットワーク３１を介してクライアント装置２００とデ
ータ通信を行うことができる有線通信インタフェースである。ただし、通信インタフェー
ス１０７をアクセスポイントに接続する無線通信インタフェースとしてもよい。
【００３８】
　なお、サーバ装置１００は、ディスクドライブ１０６を備えなくてもよい。また、サー
バ装置１００は、ユーザが操作する他のコンピュータからアクセス可能な場合、画像信号
処理部１０４や入力信号処理部１０５を備えなくてもよい。クライアント装置２００，２
００ａも、サーバ装置１００と同様のハードウェア構成によって実現できる。また、第１
の実施の形態に示した情報処理装置１０も、図３に示したサーバ装置１００と同様のハー
ドウェア構成によって実現できる。そのとき、ＣＰＵ１０１とＲＡＭ１０２の組み合わせ
は第１の実施の形態の演算部１２の一例であり、ＨＤＤ１０３は第１の実施の形態の記憶
部１１の一例である。
【００３９】
　次に、第２の実施の形態を実現するためのサーバ装置１００とクライアント装置２００
との機能について説明する。
　図４は、サーバ装置とクライアント装置との機能を示すブロック図である。
【００４０】
　サーバ装置１００は、評価シート記憶部１１０、標準値記憶部１２０、計算情報記憶部
１３０、アクセス受付部１４０、評価シート出力部１５０、補完部１６０、および計算部
１７０を有する。評価シート記憶部１１０、標準値記憶部１２０、および計算情報記憶部
１３０は、ＲＡＭ１０２またはＨＤＤ１０３に確保した記憶領域として実現できる。アク
セス受付部１４０、評価シート出力部１５０、補完部１６０、および計算部１７０は、Ｃ
ＰＵ１０１に実行させるプログラムのモジュールとして実現できる。
【００４１】
　評価シート記憶部１１０は、生態系サービスの評価額の計算に用いるデータ項目に関す
る値の入力を支援するための評価シートを記憶する。例えば評価シートには、生態系サー
ビスの評価額の計算に用いるデータ項目の説明が記載されている。評価シートをクライア
ント装置２００の画面に表示した場合、各データ項目の説明により、ユーザは、生態系サ
ービスの評価額の計算に用いるデータ項目を認識できる。また評価シートには、生態系サ
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ービスの評価額の計算に用いるデータ項目の値を入力する入力フィールドを含んでいる。
ユーザは、クライアント装置２００，２００ａ，・・・を用いて、評価シート内の入力フ
ィールドにデータ項目の値を入力することができる。
【００４２】
　標準値記憶部１２０は、生態系サービスの評価額の計算に用いるデータ項目の、標準値
を記憶する。例えば標準値記憶部１２０には、データ項目に関する日本全国での平均値、
各都道府県での平均値、各市町村での平均値などが、そのデータ項目の標準値として格納
される。
【００４３】
　計算情報記憶部１３０には、生態系サービスの評価額の計算に用いる計算式や、その計
算式で使用する定数を記憶する。定数は、例えば、計算式で使用する数値のうち、評価地
域に依存しない値である。定数には、係数や定数項が含まれる。
【００４４】
　アクセス受付部１４０は、クライアント装置２００，２００ａ，・・・からアクセスを
受け付ける。アクセス受付部１４０は、クライアント装置２００，２００ａ，・・・から
評価シートの取得を要求するアクセスを受け付けたとき、そのアクセスを評価シート出力
部１５０に通知する。またアクセス受付部１４０は、クライアント装置２００，２００ａ
，・・・から、評価シートに入力された情報である入力情報を受信した場合、受信した入
力情報を補完部１６０に出力する。さらにアクセス受付部１４０は、評価シート出力部１
５０または計算部１７０から、アクセス結果を受け取ると、アクセス結果をクライアント
装置２００に送信する。例えばアクセス受付部１４０は、評価シート出力部１５０からア
クセス結果として評価シートを受け取り、その評価シートをクライアント装置２００に送
信する。またアクセス受付部１４０は、計算部１７０からは、アクセス結果として、生態
系の経済価値の評価結果を受け取り、その評価結果をクライアント装置２００に送信する
。
【００４５】
　評価シート出力部１５０は、評価シートの取得を要求するアクセスを受け取ると、評価
シート記憶部１１０から評価シート１１１を読み出す。そして評価シート出力部１５０は
、読み出した評価シートを、アクセス受付部１４０を介してクライアント装置２００に送
信する。
【００４６】
　補完部１６０は、クライアント装置２００から送られた入力情報を取得すると、入力情
報に含まれるデータ項目の値のうち、生態系サービスの評価額の計算に不足しているデー
タ項目の値を判断する。補完部１６０は、不足しているデータ項目の値がある場合、その
データ項目の標準値を標準値記憶部１２０から取得する。そして補完部１６０は、生態系
サービスの評価額の計算に不足しているデータ項目の値を標準値で補完し、生態系サービ
スの評価額計算に使用するすべてのデータ項目の値（標準値を含む）を、計算部１７０に
送信する。
【００４７】
　計算部１７０は、補完部１６０から取得したデータ項目の値を用いて、生態系サービス
の評価額を計算する。例えば計算部１７０は、生態系サービスの評価額の計算式と定数と
を、計算情報記憶部１３０から取得する。そして計算部１７０は、取得した計算式に、補
完部１６０から取得したデータ項目の値（標準値を含む）と定数とを設定し、生態系サー
ビスの評価額を算出する。さらに計算部１７０は、評価対象の生態系によって提供される
複数の生態系サービスの評価額の合計値を、その生態系の評価額とする。計算部１７０は
、算出した生態系の評価額を、アクセス受付部１４０を介してクライアント装置２００に
送信する。
【００４８】
　クライアント装置２００は、ウィンドウ表示部２１０、入力制御部２２０、およびアク
セス部２３０を有する。ウィンドウ表示部２１０、入力制御部２２０、およびアクセス部
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２３０は、クライアント装置２００が有するＣＰＵに実行させるプログラムのモジュール
として実現できる。他のクライアント装置２００ａ，・・・もクライアント装置２００と
同様のモジュール構成で実現できる。
【００４９】
　ウィンドウ表示部２１０は、ウィンドウを表示させるプロセスに対応するモジュールで
ある。プロセスがＷｅｂブラウザである場合、ウィンドウ表示部２１０は、サーバ装置１
００から受信するＨＴＭＬ文書に基づいてウィンドウ内にＷｅｂページをレンダリングす
る。プロセスがクライアント装置２００にインストールされたアプリケーションソフトウ
ェアである場合、ウィンドウ表示部２１０は、ＯＳのＡＰＩ（Application Programming 
Interface）を利用してウィンドウ内に表示部品を描画する。
【００５０】
　入力制御部２２０は、文字入力補助ソフトウェアのモジュールであり、ユーザによる文
字入力を支援する。入力制御部２２０は、ウィンドウ表示部２１０に相当するプロセスが
クライアント装置２００で起動すると、当該プロセスの中に取り込まれて動作する。入力
制御部２２０は、ウィンドウ表示部２１０により表示されたウィンドウ内の入力フィール
ドが選択され、文字列（数字も含む）が入力されると、選択された入力フィールドに入力
された文字列を設定する。
【００５１】
　アクセス部２３０は、ウィンドウ表示部２１０および入力制御部２２０からの要求に従
ってサーバ装置１００にアクセスする。例えば、アクセス部２３０は、ウィンドウが表示
されたときやウィンドウに対する特定のユーザ操作が検出されたとき、入力制御部２２０
からの要求に従ってサーバ装置１００にアクセスする。また、アクセス部２３０は、入力
フィールドに設定された値が確定されたとき、ウィンドウ表示部２１０からの要求に従っ
てデータ項目の値をサーバ装置１００に送信する。
【００５２】
　次に、サーバ装置１００内に格納される情報ついて、詳細に説明する。まず評価シート
記憶部１１０に格納される評価シートについて、図５・図６を参照して説明する。なお図
５・図６に示す評価シートには、中山間地域における森林と農地に存在する自然の生態系
サービスを評価する場合における、生態系サービスがリストアップされている。なお、図
５・図６に示した生態系サービスは、評価シートに含まれる生態系サービスの一部である
。評価シートには、図５・図６において省略されている生態系サービスも含め、中山間地
域の生態系で提供される生態系サービスが網羅的にリストアップされている。
【００５３】
　図５は、評価シートの一例を示す第１の図である。評価シート１１１の内容は、例えば
、サーバ装置１００の管理者により予め定義される。評価シート１１１は、生態系サービ
スのカテゴリ、大分類、要否、小分類、評価方法、使用するデータ項目、項目名、値、お
よび評価対象追加の欄を含む。
【００５４】
　生態系サービスのカテゴリの欄には、生態系サービスを機能により複数のカテゴリに分
類したときの、カテゴリの名称が設定されている。例えば、「供給サービス」、「調整サ
ービス」、「文化的サービス」などの名称が、生態系サービスのカテゴリの欄に設定され
る。
【００５５】
　大分類の欄には、カテゴリ内の生態系サービスをさらに分類するとしたときの、大分類
の名称が設定される。例えば、カテゴリが供給サービスである生態系サービスは、「食料
」、「資源」などの大分類に分類できる。
【００５６】
　要否の欄には、小分類に属する生態系サービスに対応付けて、評価額の計算を行うか否
かの選択設定を行うチェックボックス５１～５４が設けられている。例えば、ユーザは、
クライアント装置２００を用いて、評価対象とする生態系サービスが属する小分類のチェ
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ックボックスを選択し、チェックボックスにチェックマークを表示させることができる。
評価シート１１１に列挙されている生態系サービスのうち、チェックボックスにチェック
マークが表示された小分類に属する生態系サービスが、評価額の計算の対象となる。
【００５７】
　小分類の欄には、大分類内の生態系サービスをさらに細かく分類した小分類の名称が設
定されている。例えば大分類「食料」に属する生態系サービスを、「山からの生産物や農
作物、種苗」と「養蜂」との小分類に分類できる。なお評価シート１１１では、各小分類
の名称の後に、括弧書きで、その小分類に属する生態系サービスが農業由来なのか林業由
来なのかが示されている。例えば、小分類「山からの生産物や農作物、種苗」に属する生
態系サービスは、農業由来である。また小分類「木材」に属する生態系サービスは、林業
由来である。
【００５８】
　評価方法の欄には、生態系サービスの１年当たりの経済価値の評価方法が、生態系サー
ビス毎に設定されている。小分類に属する生態系サービスが複数あれば、その小分類に対
応付けて、複数の評価方法が設定される。例えば小分類「山からの生産物や農作物、種苗
」に属する生態系サービスとして、飲料水の供給サービスや、生薬などの食料の供給サー
ビスがある。そのため、小分類「山からの生産物や農作物、種苗」に対応付けて複数の評
価方法が設定されている。例えば小分類「山からの生産物や農作物、種苗」に属する飲料
水の供給サービスの評価額は、「飲料水の年間の生産量×市場価格」で計算できる。
【００５９】
　使用するデータ項目の欄には、生態系サービスの評価に使用するデータ項目を説明する
文字列が設定されている。例えば小分類「山からの生産物や農作物、種苗」に属する飲料
水の供給サービスであれば、使用するデータ項目の欄に、「年間当りの飲料水の販売量、
市場価格」と記載されている。
【００６０】
　項目名の欄には、生態系サービスの評価額の計算に使用するデータ項目の名称が設定さ
れている。例えば、小分類「山からの生産物や農作物、種苗」に属する飲料水の供給サー
ビスに対応するデータ項目の欄には、項目名「販売量」、「市場価格」が設定されている
。
【００６１】
　値の欄には、項目名に対応付けて、データ項目の値を設定する入力フィールドが設けら
れている。例えば、項目名「種類」に対応する入力フィールドには、評価対象となる物の
名前を示す文字列を設定できる。項目名「生産量」に対応する入力フィールドには、例え
ば評価対象の地域での生産物の１年間の生産量を示す数値を設定できる。項目名「市場価
格」に対応する入力フィールドには、例えば評価対象の地域の生産物の市場での単位量当
たりの販売価格を示す数値を設定できる。
【００６２】
　評価対象追加の欄には、評価対象とする生態系サービスを追加するためのボタン７１～
７４が設けられている。例えば小分類「山からの生産物や農作物、種苗」に属する生薬な
どで利用されている物の供給サービスであれば、供給される物毎に、生態系サービスの経
済価値が評価される。そこで、例えば生薬などで利用されている物が複数ある場合には、
ユーザは、クライアント装置２００を用いてボタン７１を押下することができる。ボタン
７１が押下されると、評価対象とする物の経済価値の評価に使用するデータ項目の値の入
力フィールドが、評価シート１１１内に追加される。
【００６３】
　図５に示すように、供給サービスについては、供給される物が存在する。そのため、ほ
とんどの場合、供給される物の生産量に市場価格を乗算すれば、その物を供給する生態系
サービスの経済価値となる。一方、供給サービス以外のカテゴリに属する生態系サービス
については、もっと複雑な方法で経済価値が計算されることが多い。
【００６４】
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　図６は、評価シートの一例を示す第２の図である。図６に示す評価シート１１１には、
調整サービスと文化的サービスとに属する生態系サービスの例が示されている。図５と同
様に、要否の欄には、小分類に対応付けて、経済価値の計算の要否を選択するチェックボ
ックス５５～６２が設けられている。以下、図６において省略している内容も含め、調整
サービスや文化的サービスに関する経済価値の評価方法と使用するデータ項目について詳
細に説明する。
【００６５】
　調整サービスの大分類には、「循環」・「貯留」・「保全」が含まれる。大分類「循環
」の小分類には、「表面浸食防止機能」・「土砂崩壊防止機能」が含まれる。大分類「貯
留」の小分類には、「二酸化炭素吸収」・「水資源浄化」が含まれる。大分類「保全」の
小分類には、「生息地保全」が含まれる。小分類に含まれる各生態系サービスの経済価値
の評価方法と、使用するデータ項目は以下の通りである。
【００６６】
　＜表面浸食防止機能＞
　　＜＜評価方法＞＞
　まず、有林地における土砂の年間浸食深さと森林面積とにより、森林地域全体の侵食土
砂量を求める。また無林地における土砂の年間侵食深さと森林面積とにより、森林地域を
すべて無立木地とした場合の侵食土砂量を求める。次に、森林地域全体の侵食土砂量と、
森林地域をすべて無立木地とした場合の侵食土砂量との差を、森林による土砂浸食防止量
とする。
【００６７】
　ただし、傾斜５度未満の浸食土砂量は、森林の平均傾斜度での浸食土砂量と比較して、
極めて少ない。そのため、傾斜５度未満の森林については、表面浸食防止機能を有する地
域から除外する。
【００６８】
　そして、林を堰堤で代替し、森林による土砂浸食防止量分の土砂の浸食防止機能を堰堤
で代替するための、堰堤の建設費を算出する。算出された堰堤の建設費が、表面浸食防止
機能の評価額となる。
【００６９】
　　＜＜使用するデータ項目＞＞
・評価地域の全森林面積（ｈａ）
・傾斜５度未満の森林面積の割合（％）
・堰堤建設費（円／ｍs）
　＜土砂崩壊防止機能＞
　　＜＜評価方法＞＞
　水田の耕作により抑止されている土砂崩壊の推定発生件数を試算する。そして、地滑り
１回当たりの平均被害額により、土砂崩壊防止器機能の経済価値を評価する。
【００７０】
　＜＜使用するデータ項目＞＞
・耕作放棄地による地滑り災害発生件数
・地滑り１件当たり平均被害額（円／件）
　＜二酸化炭素吸収＞
　　＜＜評価方法＞＞
　森林の炭素蓄積量の増分を、以下の式で求める。
・炭素蓄積量の増分＝幹材積の増加量×拡大係数×容積密度×炭素含有率
幹材積は、幹の体積である。幹材積の増加量は、樹木の種類と林齢に基づいて換算できる
。拡大係数は、拡大係数は、幹材積を枝・葉・根を含めた樹木全体の体積にするための係
数である。容積密度は、体積を重さに変える係数である。炭素含有率は、樹木の重さのう
ち炭素が占める重さの割合である。
【００７１】
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　次に、森林の炭素蓄積量の増分に、発電所における化学的吸着法によるＣＯ２回収コス
トを乗算した結果を、森林の二酸化炭素吸収サービスの評価額とする。
　　＜＜使用するデータ項目＞＞
・評価地域の全森林面積
・それぞれの地域の主要林名と樹齢（齢級）
・人工の針葉樹、スギ・ヒノキの比率、樹齢
・人工の広葉樹（ｈａ）、樹齢
・天然の針葉樹（ｈａ）、スギ・ヒノキの比率、樹齢
・天然の広葉樹（ｈａ）、樹齢
・二酸化炭素回収コスト（円／ｔ‐ＣＯ2）
　＜水資源浄化＞
　　＜＜評価方法＞＞
　森林によって雨水中の不純物を吸着し、水質を改善し、利用可能な水として河川などに
流出させる機能を評価する。まず、流域貯留量を機能物質量とし、雨水利用施設を代替物
として評価する。ただし、井戸水などで生活用水として利用する水量については、水道料
金及び水道設備にかかる費用で代替とする。
流域貯留量は、以下の式で計算する。
・流域貯留量（年）＝森林面積×（森林地帯の平均降雨量×裸地の流出係数－平均蒸発量
）
　流域貯留量に、水利用施設建設による雨水処理費を乗算した結果が、生活用水以外に使
用される水資源の評価額となる。また生活用水の水量に水道料金を乗算した結果が、生活
用水に使用される水資源の評価額となる。そして、生活用水以外に使用される水資源の評
価額と生活用水に使用される水資源の評価額との合計が、水資源浄化サービスの評価額と
なる。
【００７２】
　　＜＜使用するデータ項目＞＞
・評価地域の平均降雨量
・評価地域の森林面積（ｈａ）
・井戸水の利用戸数、使用量
・水道料金の平均（円／ｔ）
・雨水利用施設建設による雨水処理費（円／ｔ）
　＜生息地保全＞
　　＜＜評価方法＞＞
　自然の保全のために必要な管理費を地域住民が支払うと仮定した場合の、地域住民の支
払意志額に、地域の世帯数を乗算し、地域住民の支払意思の総額を求める。また自然の保
全のために必要な管理費の負担を観光客に求める場合の、保全のための観光客の支払意思
額に、観光客数を乗算し、観光客の支払意思の総額を求める。そして地域住民の支払意思
の総額と、観光客の支払意思の総額との合計が、生息地保全の評価額となる。
【００７３】
　　＜＜使用するデータ項目＞＞
・保存したい特別な保護対象生物種や景観の名称
・地域住民の保全のための支払意志額
・観光客の保全のための支払意志額
・地域の世帯数
・年間の観光客数
　以上が、調整サービスに属する生態系サービスの評価方法と、評価に使用するデータ項
目である。次に、文化的サービスに属する生態系サービスの評価方法と、評価に使用する
データ項目について説明する。
【００７４】
　文化的サービスの大分類には、「娯楽・アメニティ」・「アイデンティティ」・「学術
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」が含まれる。大分類「娯楽・アメニティ」の小分類には、「レクリエーション」が含ま
れる。大分類「アイデンティティ」の小分類には、「伝統的行事」が含まれる。大分類「
学術」の小分類には、「教育と科学の機会」が含まれる。小分類に含まれる各生態系サー
ビスの経済価値の評価方法と、使用するデータ項目は以下の通りである。
【００７５】
　＜レクリエーション＞
　　＜＜評価方法＞＞
　森林・農業地域のレクリエーション施設毎の旅行者数に、そのレクリエーション施設利
用者の旅行費を乗算し、乗算結果を、各レクリエーション施設の評価額とする。そしてレ
クリエーション施設毎の評価額の合計は、レクリエーションサービスの評価額となる。
【００７６】
　　＜＜使用するデータ項目＞＞
・キャンプや釣りなど森林山間地域の訪問者数（人／年）
・評価地域にある宿泊施設の利用客（人／年）
・各宿泊施設の宿泊代金（円）
・日帰り客の消費額（円／人）
・宿泊客の平均消費額（円／人）
　＜伝統的行事＞
　　＜＜評価方法＞＞
　伝統的行事については、評価額を算出する定量的な評価のみではなく、定性的な評価も
合わせて行うことができる。
１）定性評価：定性的に地域の大事な行事を抽出
２）伝統的行事を保存し続けるために必要な資金を支払うと仮定した場合の、地域住民の
支払意志額に、評価地域の世帯数を乗算し、地域住民の支払意思の総額を求める。また伝
統行事に参加する観光客の保全に対する支払意志額に、行事に参加する観光客数を乗算し
し、観光客の支払意思の総額を求める。そして地域住民の支払意思の総額と、観光客の支
払意思の総額との合計を、伝統的行事の評価額とする。
【００７７】
　　＜＜使用するデータ項目＞＞
・山間地域に根付く考え方や大切にしている感覚や伝統行事の名称
・地域住民の保全への支払意志額（円／世帯）
・観光客の保全への支払意志額（円／人）
・評価地域の世帯数
・各行事の観光客数
　＜教育と科学の機会＞
　　＜＜評価方法＞＞
　評価地域が教育や研究の場となってときに、教育または研究に関与する人の滞在費、調
査費などを合計する。
【００７８】
　　＜＜使用するデータ項目＞＞
・森林山間地域での研究調査の研究員の人数
・研究日数（年間）
・１日当たりの１人分の経費（滞在費・調査費）
　以上のような評価方法により、各カテゴリに属する、評価地域内の生態系サービスの評
価額を計算できる。そして評価シート１１１には、評価額の計算に使用するデータ項目が
リストアップされているため、ユーザは、評価シート１１１を参照するだけで、各生態系
サービスの評価額の計算に使用するデータ項目を認識できる。
【００７９】
　なお第２の実施の形態では、生態系サービスの評価額の計算で使用するデータ項目の値
として、標準値を用いることができる。データ項目の標準値は、例えば地域毎の標準値テ
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ーブルに設定される。
【００８０】
　図７は、標準値テーブルの一例を示す図である。地域毎の標準値テーブル１２１，１２
２，１２３，・・・は、標準値記憶部１２０に格納されている。標準値テーブル１２１に
は、全国の標準値が設定されている。例えば標準値テーブル１２１には、飲料水や堰堤建
設費の全国の平均価格が設定されている。また標準値テーブル１２２には、「Ｋ県」の標
準値が設定されている。例えば標準値テーブル１２２には、Ｋ県における森林の傾斜５度
未満の割合が設定されている。
【００８１】
　生態系サービスの評価額の計算に不足しているデータ項目の値がある場合、そのデータ
項目の値として、いずれかの標準値テーブル１２１，１２２，１２３，・・・に設定され
たそのデータ項目の標準値を使用することができる。例えば、評価地域との間で環境の共
通性が高い地域の標準値テーブルに設定された標準値を使用することができる。評価地域
と標準値テーブルに対応する地域との環境の共通性は、例えば評価地域と重なる面積の多
さで判断することができる。また評価地域と標準値テーブルに対応する地域との距離の近
さで、環境の共通性を判断することもできる。
【００８２】
　図５・図６に示した評価シート１１１の入力フィールドに設定された値や、図７に示し
た標準値テーブル１２１，１２２，１２３，・・・から取得した標準値を用いて、生態系
サービスの評価額が計算される。評価額の計算式や計算に用いられる定数は、例えば計算
情報テーブルに設定されている。
【００８３】
　図８は、計算情報テーブルの一例を示す図である。計算情報テーブル１３１は、計算情
報記憶部１３０に格納されている。計算情報テーブル１３１は、生態系サービスのカテゴ
リ、大分類、小分類、計算式、および定数の欄を含む。生態系サービスのカテゴリ、大分
類、および小分類の欄には、評価シート１１１の同名の欄と同種の情報が設定される。
【００８４】
　計算式の欄には、小分類に対応付けて、その小分類に属する生態系サービスの評価額の
計算式が設定される。例えば、カテゴリ「供給サービス」内の各小分類に属する評価額の
計算式は、「年間の生産量×市場価格」である。またカテゴリ「調整サービス」内の小分
類「表面浸食防止機能」の計算式の欄には、複数の計算式が設定さている。
【００８５】
　定数の欄には、評価額の計算に用いられる定数が設定される。定数には、係数や定数項
が含まれる。例えばカテゴリ「調整サービス」内の小分類「表面浸食防止機能」の定数の
欄には、「無林地の年間浸食深さ：２０ｍｍ／年」や「有林値の年間浸食深さ：０．０５
ｍｍ／年」といった定数が設定されている。
【００８６】
　次に、評価地域の生態系の評価額の計算手順について説明する。
　図９は、クライアント装置とサーバ装置の通信例を示すシーケンス図である。
　クライアント装置２００は、ユーザからの操作に応答して、評価シート１１１の取得要
求をサーバ装置１００に送信する（ステップＳ１１）。評価シート１１１の取得要求を受
信したサーバ装置１００は、評価シート記憶部１１０から評価シート１１１を読み出し、
クライアント装置２００に送信する（ステップＳ２１）。
【００８７】
　評価シート１１１を受信したクライアント装置２００は、評価シート１１１をモニタに
表示する（ステップＳ１２）。次にクライアント装置２００は、評価シート１１１の入力
フィールドへのデータ項目の値の入力を受け付ける（ステップＳ１３）。このときクライ
アント装置２００は、評価地域を示す情報（例えば評価地域の名称を示す文字列）の入力
を受け付けることもできる。そしてクライアント装置２００は、ユーザによる入力された
値を確定する操作に応じて、評価シートに入力された入力情報をサーバ装置に送信する（
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ステップＳ１４）。入力情報には、例えば、データ項目の識別情報と、そのデータ項目の
値との組が含まれる。また入力情報に、評価対象の生態系サービスを指定する情報を含め
ることもできる。さらに、評価地域を示す情報がクライアント装置２００に入力されてい
た場合、評価地域を示す情報を入力情報に含めることもできる。
【００８８】
　サーバ装置１００は、クライアント装置２００から入力情報を受信すると、入力情報に
基づいて評価地域の生態系の評価額を計算する（ステップＳ２２）。評価額計算処理の詳
細は後述する（図１２参照）。サーバ装置１００は、評価額の計算が完了すると、計算結
果をクライアント装置２００に送信する（ステップＳ２３）。クライアント装置２００は
、受信した計算結果をモニタに表示する（ステップＳ１５）。
【００８９】
　このようにして、ユーザは、評価シート１１１の入力フィールドに、データ項目の値を
入力することで、評価地域の生態系の評価額をサーバ装置１００に計算させることができ
る。なお、クライアント装置２００に送信された評価シート１１１は、例えばウィンドウ
表示部２１０で制御される評価シート表示ウィンドウ内に表示される。
【００９０】
　図１０は、評価シート表示ウィンドウの一例を示す第１の図である。評価シート表示ウ
ィンドウ２１１には、評価地域入力用の入力フィールド２１１ａ、確定ボタン２１１ｂ、
および評価シート１１１が表示されている。
【００９１】
　評価地域入力用の入力フィールド２１１ａには、評価地域を示す文字列を入力すること
ができる。また入力フィールド２１１ａに、評価地域が属する地名を入力することもでき
る。図１０の例では、評価地域が「Ｔ自然公園」であり、その評価地域が「Ｋ県」内にあ
ることを示す文字列が、入力フィールド２１１ａに入力されている。
【００９２】
　ユーザは、評価シート１１１の生態系サービスのカテゴリ、大分類、小分類を参照し、
評価地域で提供される生態系サービスが属する小分類を、評価対象として特定する。そし
てユーザは、評価対象の小分類に対応するチェックボックス５１を選択し、チェックボッ
クス５１内にチェックマークを表示させる。
【００９３】
　さらにユーザは、評価対象の小領域に属する生態系サービスに関する、使用するデータ
項目の欄を参照し、評価額の計算に使用するデータ項目を把握する。ユーザは、評価額の
計算に使用するデータ項目の値を、例えば、自治体などで公開された情報から取得する。
そしてユーザは、評価額の計算に使用するデータ項目の値を、そのデータ項目に対応する
入力フィールドに入力する。
【００９４】
　またユーザは、評価対象の小分類に属する生態系サービスの評価額の計算に使用するデ
ータ項目の値の入力フィールドが足りないときは、評価対象の追加の欄に設けられたボタ
ン７１を押下する。すると、押下されたボタン７１に対応する生態系サービスのデータ項
目の値を入力する入力フィールドが、評価シート１１１に追加される。図１０の例では、
生薬などで利用されている物の供給サービスとして、銀杏の供給サービスと松茸の供給サ
ービスとがある。そこでユーザは、ボタン７１を押下する。すると、生薬などで利用され
ている物の供給サービスのデータ項目の値の入力フィールドが、評価シート１１１内に追
加され、生薬などで利用されている複数の物の供給サービスそれぞれについて、データ項
目の値を入力することが可能となる。
【００９５】
　確定ボタン２１１ｂは、評価シート表示ウィンドウ２１１内に入力した情報を確定する
ボタンである。例えばユーザが、マウスを操作し、確定ボタン２１１ｂを押下すると、評
価シート表示ウィンドウ２１１内に入力した入力情報が、クライアント装置２００からサ
ーバ装置１００に送信される。サーバ装置１００に送信される入力情報には、小分類の評
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価要否のチェックボックスの状態（評価対象か否か）を示す情報、生態系サービスの評価
額の計算に使用するデータ項目の値、および評価地域を示す情報が含まれる。
【００９６】
　図１１は、評価シート表示ウィンドウの一例を示す第２の図である。図１１には、調整
サービスのカテゴリに属する小分類「表面浸食防止機能」の生態系サービスに関するデー
タ項目の値の入力状況を示している。評価額の計算に使用するデータ項目として、森林面
積、傾斜５度未満の割合、堰堤建設費がある。このうち、図１１の例では、森林面積に対
応する値のみが入力されており、傾斜５度未満の割合と堰堤建設費との値については入力
されていない。ユーザは、傾斜５度未満の割合と堰堤建設費との値が未入力であっても、
評価シート表示ウィンドウ２１１に入力された値を確定させることができる。使用するデ
ータ項目の値の一部が未入力のまま確定ボタン２１１ｂが押下された場合、未入力の値と
して標準値が適用されることとなる。
【００９７】
　次に、評価シート表示ウィンドウ２１１に入力された情報を受信したサーバ装置１００
による、評価額計算処理の手順について説明する。
　図１２は、評価額計算処理の手順の一例を示すフローチャートである。なお、評価額計
算処理は、評価シート表示ウィンドウ２１１に入力された入力情報を、クライアント装置
２００から受信したときに実行される。
【００９８】
　（ステップＳ１１１）補完部１６０は、生態系サービスのカテゴリのうち、評価額を計
算していないカテゴリを選択する。
　（ステップＳ１１２）補完部１６０は、選択したカテゴリ内で、評価対象と指定され、
かつ評価額を計算していない生態系サービスを１つ選択する。
【００９９】
　（ステップＳ１１３）補完部１６０は、選択した生態系サービスの評価額の計算に使用
するデータ項目のうち、値が入力されていないデータ項目があるか否かを判断する。値が
未入力のデータ項目があれば、処理がステップＳ１１４に進められる。値が未入力のデー
タ項目がなければ、処理がステップＳ１１５に進められる。
【０１００】
　（ステップＳ１１４）補完部１６０は、標準値記憶部１２０から、値が未入力のデータ
項目に対応する標準値を取得する。例えば補完部１６０は、評価地域との環境の共通性が
高い地域の標準値テーブルから順に、未入力のデータ項目に対応する標準値の有無を判断
する。
【０１０１】
　（ステップＳ１１５）計算部１７０は、補完部１６０から、クライアント装置２００か
ら、ステップＳ１１２で選択した生態系サービスの経済価値の計算に用いるデータ項目の
値を受け取る。なお、補完部１６０が標準値記憶部１２０から標準値を取得した場合、計
算部１７０は、その標準値を補完部１６０から受け取る。そして計算部１７０は、ステッ
プＳ１１２で選択した生態系サービスの計算式と定数とを、計算情報記憶部１３０から取
得する。
【０１０２】
　（ステップＳ１１６）計算部１７０は、ステップＳ１１２で選択した生態系サービスの
経済価値を計算する。例えば計算部１７０は、計算情報記憶部１３０から取得した計算式
に、計算情報記憶部１３０から取得した定数を設定し、計算式の変数に、補完部１６０か
ら取得したデータ項目の値または標準値を設定する。そして計算部１７０は、定数と変数
とが確定した計算式を計算し、計算結果を、ステップＳ１１２で選択した生態系サービス
の経済価値とする。
【０１０３】
　（ステップＳ１１７）計算部１７０は、選択したカテゴリ内で評価対象と指定された小
分類の生態系サービスのうち、経済価値を評価していない生態系サービスがあるか否かを
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判断する。該当する生態系サービスがあれば、処理がステップＳ１１２に進められる。該
当する生態系サービスがなければ、処理がステップＳ１１８に進められる。
【０１０４】
　（ステップＳ１１８）計算部１７０は、選択したカテゴリ内の生態系サービスの評価額
の合計を計算する。
　（ステップＳ１１９）計算部１７０は、評価額が未計算のカテゴリがあるか否かを判断
する。評価額が未計算のカテゴリがあれば、処理がステップＳ１１１に進められる。すべ
てのカテゴリについて評価額の計算が完了していれば、処理がステップＳ１２０に進めら
れる。
【０１０５】
　（ステップＳ１２０）計算部１７０は、すべてのカテゴリの生態系サービスの評価額を
合計する。
　このようにして、カテゴリ毎の、生態系サービスの経済価値を示す評価額が計算できる
。しかも、生態系サービスの経済価値の計算に用いるデータ項目のうち、値が未入力のデ
ータ項目があっても、そのデータ項目の値として標準値を用い、評価額を概算することが
できる。
【０１０６】
　図１３は、評価額の計算例を示す図である。図１３には、「Ｔ自然公園」における表面
浸食防止機能の評価額の計算例を示している。
　まず、クライアント装置２００からサーバ装置１００に送信された入力情報８１が、補
完部１６０で受け取られる。入力情報８１には、評価地域が「Ｔ自然公園」であること、
この評価地域は「Ｋ県」内にあることが示されている。また入力情報８１には、「表面浸
食防止機能」が経済価値の評価対象であることが示されている。さらに入力情報８１には
、「表面浸食防止機能」の経済価値の計算に用いられるデータ項目のうち、森林面積の値
が含まれている。なお「表面浸食防止機能」の経済価値の計算に用いられるデータ項目の
うち、「森林の傾斜５度未満の割合」と「堰堤建設費」との各値については、入力情報８
１に含まれていない。
【０１０７】
　このような入力情報８１を受け取った補完部１６０は、評価地域が「Ｋ県」内にあるこ
とから、まず、標準値記憶部１２０から「Ｋ県」の標準値テーブル１２２を参照する。こ
れは、評価地域を含む県の自然環境は、評価地域の自然環境と共通性が高いと考えられる
ためである。そして、補完部１６０は、「森林の傾斜５度未満の割合」と「堰堤建設費」
との標準値が、「Ｋ県」の標準値テーブル１２２に含まれていれば、その標準値を取得す
る。図１３の例では、標準値テーブル１２２から「森林の傾斜５度未満の割合」の標準値
は取得できたが、「堰堤建設費」の標準値は取得できていない。そこで、補完部１６０は
、「Ｋ県」の標準値テーブル１２２以外の標準値テーブルから、「堰堤建設費」の標準値
を取得する。図１３の例では、「全国」の標準値テーブル１２１から、「堰堤建設費」の
標準値８３が取得されている。
【０１０８】
　補完部１６０は、入力情報８１に取得した標準値を加え、計算部１７０に送信する。す
ると計算部１７０は、評価対象となっている「表面浸食防止機能」の計算式８５と定数８
６とを、計算情報記憶部１３０から取得する。なお「表面浸食防止機能」の経済価値の計
算に使用する定数８６には、「無林地の年間浸食深さ：20mm/年」や「有林地の年間浸食
深さ：0.05mm/年」がある。計算部１７０は、取得した計算式８５に、定数と、補完部１
６０から受け取ったデータ項目の値または標準値を設定する。そして計算部１７０は、計
算式８５に基づき、「Ｔ自然公園」で提供される「表面浸食防止機能」の経済価値を示す
評価額を計算する。
【０１０９】
　図１３では、「表面浸食防止機能」の評価額の計算例を示したが、評価対象の他の生態
系サービスについても、評価額が計算される。そして、各生態系サービスの評価額や、す
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べての生態系サービスの評価額の合計が、評価結果として、クライアント装置２００に送
信される。そして評価結果が、例えばクライアント装置２００の評価結果表示ウィンドウ
に表示される。
【０１１０】
　図１４は、評価結果表示ウィンドウの一例を示す図である。評価結果表示ウィンドウ２
１２には、評価結果表２１２ａが表示されている。評価結果表２１２ａは、カテゴリ、生
態系サービス（小分類）、評価額、および単位面積当たりの価値の欄を有する。カテゴリ
の欄には、生態系サービスのカテゴリが示されている。生態系サービスの欄には、生態系
サービスの小分類が示されている。評価額の欄には、生態系サービスの小分類毎の評価額
、カテゴリ内の生態系サービスの評価額の合計、およびすべての生態系サービスの評価額
の合計が示されている。すべての生態系サービスの評価額の合計が、評価地域の生態系全
体の経済価値を表している。単位面積当たりの価値の欄には、評価地域の単位面積当たり
の価値が示されている。単位面積当たりの価値は、評価額を、評価地域の面積で除算した
値である。
【０１１１】
　このように、評価地域の経済価値が可視化される。そしてユーザは、評価結果表２１２
ａを参照し、評価地域の評価結果を認識することができる。例えば図１４の例では、評価
地域の森林などの生態系サービスの経済価値が３２９億６千万円であり、１ｈａ単位面積
当たり約３５０万円の価値となることが分かる。
【０１１２】
　以上説明したように、第２の実施の形態によれば、ユーザは、評価シート１１１に示さ
れている評価方法と使用するデータ項目とに基づいて、生態系サービスの経済価値の評価
に用いるデータ項目を容易に認識できる。そのため、ユーザが、生態系サービスの経済価
値の評価方法を調べたり、評価に用いるデータ項目を特定したりする手間が省ける。
【０１１３】
　また、評価シート１１１には、生態系サービスがリストアップされている。そのため、
ユーザが、生態系サービスの評価漏れが抑止され、生態系サービスを網羅的に評価できる
。その結果、正確な評価結果を得ることができる。すなわち、第２の実施の形態に示した
評価シート１１１を用いないと、生態系サービスの評価漏れが発生しやすい。例えば、供
給サービスの一つである食料などの一次産業の供給サービスのみが、経済価値として評価
されることがあり得る。図１４の例であれば、農産物などの供給サービスの評価額は５億
円であり、この評価額を、生態系全体の経済価値と見なすと、非常に誤った評価結果とな
る。
【０１１４】
　一方、評価シート１１１には、生態系サービスが網羅されている。第２の実施の形態で
は、中山間地域の生態系サービスを例示しているが、評価シート１１１には、中山間地域
だけなく、中山間地域以外の平地農業農地、海岸地域、湖沼、海などの自然全般の生態系
で提供される生態系サービスがリストアップされている。そして評価シート１１１を利用
して、様々な生態系で提供される各生態系サービスの経済価値を評価することができる。
これは、地域を区切らず、繋がっている生態系のネットワークの広い範囲で、網羅的な評
価ができることを意味する。中山間地域の生態系全体の経済価値を評価した図１４の例で
あれば、農地から得られる生態系サービス「山からの生産物や農作物、種苗」の評価額は
５億円であるが、森林などの農地以外の生態系を含めた評価額は３２９億６千万円となっ
ている。このように第２の実施の形態による評価結果は、農地だけを抜き出して評価する
よりも価値が上がっている。この評価結果は、中山間地域という生態系のネットワーク全
体の経済価値を評価するという目的から考えると、森林と農地というつながりまで含めた
自然生態系の相互依存を反映した適正な経済価値を表している。
【０１１５】
　さらに、ユーザは、評価シート１１１に設けられた入力フィールドにデータ項目の値を
入力すれば、評価地域の生態系の評価額を入手できるため、生態系の経済価値の評価を容
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易に行うことができる。すなわち、評価シート１１１を使わずに、森林の生態系サービス
を評価しようとすると、評価額の計算方法、計算に用いる定数などの蓄積がないため、簡
単には評価額を計算できない。無理に評価して結果を出したとしても、評価に費やす期間
が半年以上にもなり、精度の低い評価結果しか得られない。一方、第２の実施の形態では
、生態系サービスの経済価値を評価するための知見が、評価式や定数といった形でサーバ
装置１００に蓄積されている。そしてユーザは、評価シート１１１への簡単な入力で、蓄
積された評価式や定数を使用した評価額の計算をサーバ装置１００に行われることができ
る。そのため、環境経済学や森林生態学の専門家以外の者でも、森林などの経済価値を容
易に評価できる。
【０１１６】
　しかも、第２の実施の形態では、生態系サービスの経済価値を示す評価額の計算に用い
るデータ項目の中に、ユーザによって値が入力されていないデータ項目があっても、その
データ項目の値として標準値を用いて、評価額を計算することができる。その結果、ある
生態系サービスの評価額の計算に用いるデータ項目の一部について、そのデータ項目の値
をユーザが分からない場合であっても、その生態系サービスの評価額を概算で計算できる
。概算であってもその生態系サービスの評価額を計算しておけば、生態系サービスの経済
価値の評価漏れが抑止され、生態系全体の経済価値の正確性が向上する。
【０１１７】
　なお、前述のように、第１の実施の形態の情報処理は、情報処理装置１０にプログラム
を実行させることで実現できる。また、第２の実施の形態の情報処理は、サーバ装置１０
０にプログラムを実行させることで実現できる。プログラムは、コンピュータ読み取り可
能な記録媒体（例えば、記録媒体４３）に記録しておくことができる。記録媒体としては
、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、半導体メモリなどを使用できる。磁気デ
ィスクには、ＦＤおよびＨＤＤが含まれる。光ディスクには、ＣＤ、ＣＤ－Ｒ（Recordab
le）／ＲＷ（Rewritable）、ＤＶＤおよびＤＶＤ－Ｒ／ＲＷが含まれる。
【０１１８】
　プログラムを流通させる場合、例えば、当該プログラムを記録した可搬記録媒体が提供
される。また、プログラムを他のコンピュータの記憶装置に格納しておき、ネットワーク
経由でプログラムを配布することもできる。コンピュータは、例えば、可搬記録媒体に記
録されたプログラムまたは他のコンピュータから受信したプログラムを、記憶装置（例え
ば、不揮発性メモリ）に格納し、当該記憶装置からプログラムを読み込んで実行する。た
だし、可搬記録媒体から読み込んだプログラムを直接実行してもよく、他のコンピュータ
からネットワークを介して受信したプログラムを直接実行してもよい。
【０１１９】
　以上、実施の形態を例示したが、実施の形態で示した各部の構成は同様の機能を有する
他のものに置換することができる。また、他の任意の構成物や工程が付加されてもよい。
さらに、前述した実施の形態のうちの任意の２以上の構成（特徴）を組み合わせたもので
あってもよい。
【符号の説明】
【０１２０】
　１　評価地域
　２　評価結果
　１０　情報処理装置
　１１　記憶部
　１１ａ　評価リスト
　１１ｂ　標準値リスト
　１２　演算部
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